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も韓国語では「語り尽くすことができない（말로는 다할 수 없다）」と表現する。また、実際の
行為でも「二の句が継げない（말을 잇지 못하는）」場合が多い。韓国では感情が極限にくれば「言
葉を失う」という表現を使う。残念なことが発生した時も「弁明のしようがない（할 말이 없다）」
という表現を使う。
このように韓国人の言語生活を調べれば、言葉をそれほど信頼していないということがわかる。
したがって言語表現よりは相手側の心を理解することが重要なのである。話をしないでコミュニ
ケーションをするために最も重要なのはまさに「関心」である。よって、韓国語で互いによく通
じる人を「以心伝心（「척하면 척」인 사이）」の間柄だという。非言語的なコミュニケーション
との関係もあるが、目だけ見ても何を考えているのか分かる。「表情」という単語も、目つきだ
け見ても分かることを示している。先に言及したように、高文脈社会では互いに状況がよく分か
るので関心も深く、理解も早い。互いに「家にスプーンがいくつあるか知っている」という表現
は、お互いの状況に対する理解の深さを意味する。高文脈な社会の姿を示す表現といえる。高文
脈社会を現わす韓国語表現で「注視する（눈여겨보다）」という言葉もある。注視するとは目（눈）
で考えることである。関心を意味する表現といえる。すなわち、韓国人にとってコミュニケーショ
ンの基本は関心である。ことばや書き言葉、身振りはその次に必要なものだ。韓国人には、こと
ば以前に気持ちでコミュニケーションすることが何よりも重要である。
5. 非音声コミュニケーション
私たちは気持ちを伝えるのが難しい状況になると、身振り手振りを尽くして説明するという表
現を使う。コミュニケーションの重要な方法に手や足があるということである。もちろん身振り
もあり、目くばせもある。他の人が感づかないようにしたいときは、主に目くばせをする。西洋
ではウインクというが、2 人だけが共有する秘密の感じもある。
非音声コミュニケーションは言葉と関連していろいろと機能している。おもに音声言語のコ
ミュニケーションの内容を補充、強調する機能と音声言語のコミュニケーションに代替する機能
を主とする。本稿で主に言及するのは代替の機能である。実際には、代替の機能という用語も正
確な使い方ではないかもしれない。音声言語を基本的なコミュニケーションからみるときだけ、
代替の概念が成立するためである。したがって場合によっては音声言語が代替の機能を担うとい
うことかも知れない。
一般的にコミュニケーションの 70％以上が非音声コミュニケーションであるという。言語以
前に心で行なうコミュニケーションが重要であると先に言及したが、心をすべて理解するのは容
易なことでない。したがって非音声的信号を活用してコミュニケーションをするのもとても重要
である。とくに外国語でコミュニケーションをしなければならない状況において、非音声コミュ
ニケーションの役割は非常に大きいと言える。外国人と言葉が通じず、「身振り手振りする」と
いうのは、非音声コミュニケーションの重要性を示す表現であるといえる。
同じ言語文化圏といっても非言語的信号をよく理解することが重要である。非音声コミュニ
ケーションも練習が必要なのも、このような理由のためである。韓国人の間にも「脇腹を突かれ
て礼をする」のように、さらに直接的な非音声的行為が必要な場合も発生する。
文化間コミュニケーションでは非音声コミュニケーションを理解することができなければさら
に大きな問題となる。これは音声言語と同じように文化圏により非音声的表現が違ってコミュニ
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ケーションの妨げになりうるためである。とくに同じ行為なのに文化圏により意味が違う場合に
は、コミュニケーションにならないだけでなく誤解が発生する問題もある。
6. 言葉とコミュニケーション
私たちが普通コミュニケーション式アプローチとして、言葉によるコミュニケーションという
ときに見逃す部分がある。それは言葉で成り立つ行為を全部コミュニケーションだと考えること
である。だが言葉で行なうコミュニケーションがなぜ必要なのか、言葉で行なうコミュニケーショ
ンの役割と限界は何かに対しても、よく考えてみなければならない。まず韓国語では非音声行為
でコミュニケーションをすることに対する問題点を表現する場合がある。「言葉でしろ（口で言
え）」が代表的な表現だ。言葉でするという表現は「暴力的行為」に対する問題点を指摘するも
のである。すなわち、言葉にしなかったとき発生しうる誤解の問題を指摘したものということが
できる。ことば以前のコミュニケーションや非音声コミュニケーションが互いに関心がある相手
には役立つが、そうではない場合にはコミュニケーションに問題が生じることもありうる。
また、音声で行なうコミュニケーションの場合には、内容と表現方法が大変重要である。言語
教育、外国語教育でもこのような観点を堅持していなければならない。代表的な韓国語表現では
「言葉ならみな言葉だと思うか ?」というフレーズがある。言葉のうちには言葉だとすることが
できない言葉もあるという意味だ。「それを言葉だというのか？」、「言葉らしくしたらどうか？」
というフレーズも表現の重要性を現わしている。よって「言葉である言葉、言葉らしい言葉」を
使わねばならないのである。したがって言葉は相手方の境遇を考慮した言葉であるべきで、関心
を持って使わなければならないのである。自分の主張ばかり強い場合には「言葉が通じない人」
になる。互いに腹が立った場合にも、言葉をうまく表現するならば「言葉ひとつで千両の借金を
返す」状況になり得る。
また、韓国人は言葉の威力に対して高く評価して恐れることもある。「多くの人の口が鉄を溶
かす」という表現は言葉の力を表現するもので、「言葉が種になる」という表現は言葉に対する
恐れを表している。「イプチャンソリ（입찬소리：自身の地位や能力を信じ、自信過剰に話すこ
と）」という表現も言葉の重要性を現わす。「イプチャンソリ」という語彙にも「おと（소리 [sori]）」
という言葉が入っているが、これは「言葉」と考えないという意味が含まれている。すなわちコ
ミュニケーションの重要な道具ではないのだ。韓国語で「口に暖かい言葉」は、肯定の言語が重
要であるという考えを示す表現といえる。言語教育では単純なコミュニケーションの次元を越え
て肯定的な話し方などの表現に焦点を合わせた教育も必要である。
7. 書き言葉とコミュニケーション
私たちは文字がなかった時期に問題があり、文字がある時代に問題が解決されたかのように考
える傾向がある。これは文字教育の正当性を語る根拠として作用する。だが、文字教育より前に、
私たちは文字の必要性に対する基本的な熟考がなければならない。例えば韓国人は世宗大王がハ
ングルを創り出したことを誇らしいと考える。愚かな民をかわいそうに思ってハングルという、
習いやすく書きやすい字をお作りになったことにとても感謝している。だが、世宗大王がハング
ルを作ったことについて、当時の民衆も歓迎したかどうかについては考えて見る必要がある。民
衆には、書き言葉の必要性があまりなかったといえるからである。昔の人々にとって、字が分か
らないことが問題であれば、解放前まで文盲率が非常に高かったというのは理解し難いことであ
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る。解放以後に南北朝鮮ともに一番重点を置いた分野の一つが文盲退治だったという点も、文盲
が蔓延していたことを示している。書き言葉によるコミュニケーションは、話し言葉によるコミュ
ニケーションに比べて必要性が非常に低い。国語教育でも文章を書くことを強調するが、実際に
文章を書くことは少ない。韓国語教育のような第 2 言語教育でも、文章を書くことが必要な状況
が多いということはできない。
文章を書く教育は、書き言葉が果たして必要かということに対する熟考から始まらなければな
らない。学生たちに文章を書くのが非常に重要であると語るが、本来文章を書く職業を持つ人々
を除き、多くの成人は文章を書かない。とくに外国語学習者のなかで、外国語で文章を書くこと
はそれほど多くない。したがってどんな文章を書くのが学習者に必要なのかに対して、まず調査
が必要であろう。もちろん学問目的の学習者に書き言葉の教育は重要な部分であろう。レポート
を作成して、論文を書かなければならないなど書き言葉の必要性が高いためである。だが、すべ
ての韓国語学習者にとって、書き言葉の教育の必要性が高いわけではない。
文章を書くことができない学習者は文章を書く必要がない学習者でもある。文章を書くのがと
ても必要な場合ならば、学習動機が明らかなはずである。韓国語教育の例を見れば、在外同胞学
習者と外国人労働者の場合に「文章を書く能力」が不足していると言われる。だが、学習者の立
場から韓国語の文章を書くことが果たして重要だと考えているか、疑問である。必要性が低いの
で学習動機が低く、学習動機が低いので達成度もやはり低いということはありえよう。
コミュニケーションのための書き言葉の種類についても熟考が必要だ。私たちは論文やレポー
ト、説明文のような文語体の文を書くことを重要視するが、実際には E メールのように読者が
明らかな口語体的な文章を書くことがさらに必要な場合も多い。したがって学習者がどんな文章
を書く必要があるのかということについて、調査と研究が必要であろう。また、口語体を書くこ
とと、文語体を書くことの差異点に対する研究も必要である。とくに韓国語は口語体と文語体が
全く違う言語である。韓国語の文章を書くのが難しい理由も口語と文語の差が大きいという点に
起因しているとも言える。先に言及したように、学習者が E メールのような口語体の文章を書
くことが必要ならば、これに関する研究がより一層必要な時期であるといえる。また文章を書く
ことの倫理が問題になって強調される現在の状況を見るとき、文章を書くことに対する真剣な研
究と教育が必要だろう。
8. おわりに
コミュニケーションは言語教育で最も重要な目標だ。だが、言語教育では言語以前のコミュニ
ケーションに対しても関心を持たなければならない。ことば以前のコミュニケーションは文化教
育の側面からも重要度が高いと言える。文化教育は相手に対する理解に役に立つ。また、言語以
前のコミュニケーションでは非音声コミュニケーションが挙げられる。身体言語は言語に代替す
る場合に教育の効用性が高く、補充、強調する場合にも効用性がある。音声言語と文字言語の場
合にも単純なコミュニケーションでなく、真のコミュニケーションのための教育が必要だといえ
る。とくに文字教育の場合には、果たして言語教育で文字教育のコミュニケーションが必要なの
かに対する根本的な熟考が要求される。今後言語教育ではこのようなコミュニケーションの特徴
を教育課程に反映しなければならないだろう。
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